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　昨年度まで，「光と音」，「電流」の単元において，
生徒が条件を自分で工夫し，実験を行うことができ
る教材の開発と，授業におけるその活用方法につい
て研究を進めてきた。本年度は，学習指導要領でエ
ネルギー関連の内容が重視されたことを踏まえて，
エネルギーに関する教材の開発と工夫を行った。こ
れらの教材を用いて実験を進め，自分の言葉で実験
について説明できるようにすれば，科学的な思考※

をより促し，基礎・基本の定着を図ることができる
と考え研究を進めた。
※平成１２年度研究紀要（第３０集）【福島県教育センター】を参照

１　単元・対象

○　｢エネルギー｣　　　　　　　　　　（４時間）

○　中学校３年　　　　　　　４クラス　１６０名

２　実践した授業について

∏　検証授業①　エネルギーの変換　　（１時間）

　高い位置に持ち上げた水を落下させて発電する
「水力発電装置」を用いて，位置エネルギーの存在を
認識させるとともに，位置エネルギーから電気エネ
ルギーへの変換を実感できるようにした。

π　検証授業②　いろいろなエネルギー（３時間）

　エネルギー変換を確認できる様々な教材を用いた
実験をワークショップ形式で行った。最初に実験方
法を説明し，その後で各グループに分かれ，用意し
た教材をすべて用いて実験を行わせた。その際，自
分の言葉で実験について説明できるよう働きかけた。
実際の授業では，予想した以上に生徒たちが自発的
に教え合い，事象や結果を確認するなど良い相互啓

発が行われた。
∫　検証授業②で用いた教材

　　　　　　　　　（ウ）　　　　　　　　　　（エ）
○　検証授業②で用いた他の教材

３　結果と考察

∏　取り入れた教材について

　検証授業①で用いた水力発電装置についての感想
等から主体的に実験に取り組めたことが伺える。

　また，事後調査において，９割以上の生徒が「授
業で用いた教材は学習に役立った」と答えた。

科学的な思考を促す教材の開発とその授業実践
－エネルギーに関する観察・実験を通して－
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Ⅰ　研究の趣旨

Ⅱ　研究の概要

水力発電装置（発電部に光電池用モーターを用いた。回転部
にはペットボトルを切り取った小片を使用）

ハンマーでたたき，温度変化を測定

（ア） （イ）

取り入れた教材エネルギー変換

水筒内の水を攪拌し温度を上げる運動　　　→　　　　熱

手回し発電機で鉛筆の芯を燃やす運動　→　　　電気 　→　　熱

ラジオメーターを懐中電灯で回す光　　→　　　熱 　→　運動

光通信装置で音声を送る音→電気→光→電気→音


